
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
大型自動車の床下側方部分に装着する工具収納装置であって、左右一対の側板と天板と底
板と背板とを有すると共に前面に開口部を有するほゞ直方体のケース本体と、上記開口部
を閉塞可能な蓋体と、該蓋体を開閉自在に支える回転支持装置と、を備え、
上記回転支持装置は、左右の側板に回動自在に枢着される左右の支持腕と、両支持腕を連
動させる連動杆とからなり、
上記左右の支持腕には、蓋体の開閉回動時に、当該支持腕が開口部の上縁に当接しないよ
うに逃げ空部を形成し、
開口部を開放するときは蓋体が天板の上方に後退し、開口部を閉塞するときは蓋体が開口
部を覆うようにしたことを特徴とする大型自動車の工具収納装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
この発明は、大型自動車の工具収納装置に関し、特にトラック等、大型貨物自動車の工具
収納装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
周知のように、自動車には車載工具の搭載が義務づけられている。そして、トラックやバ
ス等の大型自動車にあっては、工具も大型のものが必要である。そこで、従来から大型貨
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物自動車は、前後輪間のフレームに工具箱を取り付けて工具を収納している。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、大型貨物自動車にあっては、軸間距離が長いため内輪差が大きく巻き込み
事故が発生しやすい。このため、フレームの側方床下部分に巻き込み防止バーを配設して
いる。従って、従来の工具箱では、この巻き込み防止バーが邪魔になって、蓋の開閉が旨
くできないのが現状であった。
本発明は上記に鑑み提案されたもので、大型貨物自動車に巻き込み防止バーが存在しても
、蓋体の開閉に支障がなく、工具の出し入れが容易な工具収納装置を提供することを目的
とする。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するため本発明は、大型自動車の床下側方部分に装着する工具収納装置で
あって、左右一対の側板と天板と底板と背板とを有すると共に前面に開口部を有するほゞ
直方体のケース本体と、上記開口部を閉塞可能な蓋体と、該蓋体を開閉自在に支える回転
支持装置と、を備え、上記回転支持装置は、左右の側板に回動自在に枢着される左右の支
持腕と、両支持腕を連動させる連動杆とからなり、上記左右の支持腕には、蓋体の開閉回
動時に、当該支持腕が開口部の上縁に当接しないように逃げ空部を形成し、開口部を開放
するときは蓋体が天板の上方に後退し、開口部を閉塞するときは蓋体が開口部を覆うよう
にしたものである。
【０００５】
【作用】
蓋体を回転支持装置によって開閉自在に支持し、蓋体を開閉するときに、回転支持装置の
支持腕に形成した逃げ空部の作用によってケース本体の上側前縁部をかわすことができる
と共に、連動杆によって左右の支持腕を連動させて蓋体をケース本体の前面側へ突出させ
ることなく天板の上方へ後退させることができる。
【０００６】
【実施例】
以下、本発明を図示の一実施例について説明する。図１は本発明に係る工具収納装置を設
置したトラックの斜視図、図２は工具収納装置の斜視図である。
【０００７】
工具収納装置１は、左右一対の側板２１と天板２２と底板２３と背板２４とを有すると共
に前面に開口部３を有するほゞ直方体のケース本体２と、上記開口部３を閉塞可能な蓋体
４と、該蓋体４を開閉自在に支える回転支持装置５と、を備えている。
【０００８】
左右の側板２１は、例えば図４に示すように、前面側がやゝ傾斜するように、側面形状が
ほゞ台形状の板材である。また、天板２２と底板２３と背板２４とは板材を屈曲させてな
る。そして、底板２３の前縁を起立させて正面起立部２５を形成すると共に、該正面起立
部２５の上縁を溝状に屈曲させて開口下縁部３１を形成する。
【０００９】
一方、天板２２の前縁を斜め下方へ屈曲させて幅狭の正面降下部２６を形成すると共に、
下縁を溝状に屈曲させて開口上縁部３２を形成する。また、前記側板２１の前縁を内側へ
屈曲させて開口側縁部３３を形成する。
【００１０】
そして、上記開口側縁部３３と開口上縁部３２と開口下縁部３１とは、ケース本体２の開
口部３の周囲に額縁状に位置する。
【００１１】
一方、上記したような開口部３を閉塞可能な蓋体４は、浅皿状の部材であって、図４及び
図５に示すように、下縁側には開口下縁部３１の上端面に載るように傾斜する下側縁部４
１を備え、上縁側には正面降下部２６の傾斜に対応するように傾斜する上側縁部４２を備
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えている。また、側縁部分にも折返状の側縁部４３が形成してある。
【００１２】
上記のような蓋体４を、ケース本体２に対して回動自在に枢着する回転支持装置５は、左
右の側板２１に回動自在に枢着される左右の支持腕５１と、両支持腕５１を連動させる連
動杆５２とからなる。また、上記支持腕５１には、蓋体４の回動時に、当該支持腕５１が
開口部３の上縁に当接しないように逃げ空部５３が形成してある。
【００１３】
即ち、支持腕５１は、図示の実施例によれば、上端が拡開するほゞＵ字状に形成され、一
端を後述する支持台座に軸着すると共に、他端を前記した蓋体４の側縁部の軸着されてい
る。従って、支持腕５１は、ケース本体２に対して回動自在であると共に、蓋体４を回動
自在に支持する。上記支持台座は、側板２１部に溶接して形成してある。
【００１４】
また、上記した左右の支持腕５１の間には、当該支持腕５１を連動させる連動杆５２を設
ける。この連動杆５２は、例えばパイプ材を蓋体４の枢着部付近に溶接して形成する。
【００１５】
更に、図示の実施例では、蓋体４の正面下方に、鍵孔を有するロック装置６を設けて蓋体
４の不要な開放を防止しているが、このロック装置６はどのような構成であってもよい。
【００１６】
次に、上記のような構成の工具収納装置１の作用を説明すると、上記のような工具収納装
置１は、トラック７の側面下方、即ち荷台の下方フレームの側面において、床下との間に
適宜な隙間をあけて設置してある。
【００１７】
先ず、開口部３を開放して内部の工具を取り出すには、蓋体４を上方へ押し上げればよい
。すると、支持腕５１の先端に軸着された蓋体４が傾斜角度を変えながらケース本体２に
沿って上昇すると共に、支持腕５１が上向きに回動する。このとき、本発明は支持腕５１
に逃げ空部５３を形成しているので、支持腕５１がケース本体２の開口上縁部３２に当接
することがない。
【００１８】
そして、蓋体４を更に上昇させると、当該蓋体４がほゞ水平になって天板２２と荷台の床
下との間に入り込むようになり、開口部３を完全に開放する。この状態では、蓋体４がケ
ース本体２の前面側へ突出することがない。従って、トラック７に巻き込み防止バー７１
が設置されていても、この巻き込み防止バー７１が邪魔になって工具収納装置１を開放で
きないということがない。
【００１９】
一方、開口部３を閉塞する場合には、蓋体４を若干手前へ引けばよい。即ち、蓋体４を手
前へ引くと、蓋体４及び支持腕５１の自重によって、蓋体４が下向きに回動して下側縁部
４１が開口下縁部３１に当接すると共に、蓋体４の各縁がケース本体２に額縁状に設けた
開口下縁部３１、開口上縁部３２及び側縁部３３に夫々当接して開口部３を閉塞する。そ
して、ロック装置６を作動させれば、走行中に蓋体４が開くことがない。
【００２０】
以上本発明を図面の実施例について説明したが、本発明は上記した実施例に限定されるも
のではなく、特許請求の範囲に記載した構成を変更しない限り適宜に実施できる。
【００２１】
【発明の効果】
以上要するに本発明は、大型自動車の床下側方部分に装着する工具収納装置であって、左
右一対の側板と天板と底板と背板とを有すると共に前面に開口部を有するほゞ直方体のケ
ース本体と、上記開口部を閉塞可能な蓋体と、該蓋体を開閉自在に支える回転支持装置と
、を備え、上記回転支持装置は、左右の側板に回動自在に枢着される左右の支持腕と、両
支持腕を連動させる連動杆とからなり、上記左右の支持腕には、蓋体の開閉回動時に、当
該支持腕が開口部の上縁に当接しないように逃げ空部を形成し、開口部を開放するときは
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蓋体が天板の上方に後退し、開口部を閉塞するときは蓋体が開口部を覆うようにしたので
、蓋体の開閉時に、当該蓋体がケース本体の前端面よりも前方へ大きく突出することがな
い。従って、巻き込み防止バーを配設した大型貨物自動車にあっても、工具収納装置を取
り付け易く、また工具の出し入れが容易である。また、車体の側面から突出物がなくなる
ので安全性が向上し、実用的価値の極めて高いものになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る工具収納装置を配設したトラックの斜視図である。
【図２】本発明に係る工具収納装置の斜視図である。
【図３】開口部を開放した状態の一部を欠截した工具収納装置の正面図である。
【図４】開口部を閉塞した状態の工具収納装置の断面図である。
【図５】開口部の開放動作を説明する断面図である。
【符号の説明】
１　工具収納装置
２　ケース本体
３　開口部
４　蓋体
５　回転支持装置
２１　側板
２２　天板
２３　底板
２４　背板
５１　支持腕
５２　連動杆
５３　逃げ空部
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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